
経 務 冷 最
簡124巻 ノ第 5･6号

河上 肇d三誕 100年記念号

相田徳三と河上 L賢

初期河上における経済政策論 - 大

河 ヒ 繁の ｢国家論｣小考 住 谷

漢詩人河上 主筆の旧蔵書

四

英

一

知

河 ヒ '■経と ｢加算 と械算｣ ･芯 寺 貞

『改版社会問題管見｣H=jE;文 ･ ･ 山 之 内

財政問題よりみた河上 輝 ｢貧乏物語｣･ ････池 上

/IIJ上 環における科学と宗教と哲学 古 EEl

l

1

0

｢〇

7

9

4

0

り一

5

LD

CO

9

0

ゥ
】

l

l

郎

二

彦

義

男

靖

惇

光

資 料

京都大学時代の河上 搾 ･･細 川 元 雄 141

経 や斉 半 会 記 ｣]-

経済論叢 研123巻 .第124巻 総目録

昭和 54年 11･12月

棄 却 大 草 絞 衝 撃 曹



(321) 99

『改版社会問題管見』序文

山 之 内 靖

以 卜に紹介するものは,いったん印刷に.まで廻されながら遂に日の目を見る

ことなく終 った 『改版社会問題管見』の ｢序文｣であるoこの ｢まほろし｣の

｢序文｣については,小島祐馬氏が 『河上肇著作集』月報 (昭和39年 7月,罪

七巻付録)に次のように記している｡周知のように大正七年に出された 『社会

問題管見』は大正九年にいたって大幅に改訂され,ほとんど別衝の著作という

相貌を皇して再刊された｡しかるに河上はこのような大改造をおこなうにいた

った経過について何 らふれることなく,七年版 と同一の序文を付 したまま放置

したのであった｡ ｢こと著述に関するかぎり,項末のことまで親切に説明され

る河上さんとしては,まことに異例のことであって.注意深い読者は,当時お

そらくこの点に疑念をいだいたことであろうと思う｣｡この異 例の事 態がひき

起された背景には,実は次のような事情があったのだ, と小島氏はいう｡ ｢大

正九年の三月半は過 ぎであったと思う,私は櫛田民蔵君と二人で河上さんをそ

の 自宅に訪問していた｡そこ-弘文堂から 『改版社会問題管見』の製本ができ

た といって,見本を一冊届けて来た.河上さんは一瞥しただけでそれを私ども

に示した｡見てみるとそれには八貢に_亙る長い序文がついていて,前にいった

ような内容の差 し替えを説明した外に,『貧乏物語』を書きはじめた頃か ら o)

社会状勢の急徴な変化や,それにともなう河上さん自身の心境の変化などが詳

しくそこに書かれてあったO河上さんは樹田君にたいし 『どうでしょう』 とた

だ一言いったが,榔田君は何 とも答えず,不敏嫌な顔をして首をかしげていた.

す ると河上さんは待たせてあった住にその見本を返し,弘文堂に命じて,すで

すこ刷 り上っていた千冊分のその序文を全部破棄して,.･.二年前の 『社会問題
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管見』の序文を.そのままそこに挿入させたのであった｡これが同一の序文か

二度の勤めをさせられた由来である｣o

この破棄されたはずの ｢まぼろし｣の ｢序文｣は,しかし,幸なことに弘文

堂が見本刷 りの一冊を小島氏にも托していたために,今日まで辛 うじて残され

ることとなった｡その一部分は小島氏によって前記月報中に引用されているが,

ここにあらためて,その全文を公表することにしたい｡ここには 『貧乏物語』

にはじまり,『祉会問題管見』,『改版祉会問題管見』を-ていよいよ 『社会問

題研究』の発刊にいたりつく河上の思想的プロセスが簡鞠にしるされていて興

は,こうLた河上の思想展開に占めた柳田のかかわ りをあらためて明らかにし

ているという点でも,貴重な証言 というべきであろう｡

なお,本資料は.小島祐馬氏の令息,小島惣氏の御好意によって利用可能と

なった｡誌上を借 りて同氏に謝意を表 したい｡

改 版 社 会 問題 管 見 序

『改版,社会問題管見』 とは,私の旧著 『貧乏物語』の断簾と,同じく旧著

『社会問題管見』の断簾 と,其外に若干の随筆 とを.編纂して新たに一書と成

せし小冊子の名である｡

辛 辛 *

私は大正五年 (一九一六年)の九月から十二月にかけて,『大阪朝 E]新聞』

に 『貧乏物語』 と勉する読物を載せ,翌大正六年の三月には,之を一冊子に経

めて,再び世に公にしたOさうして大正八年五月に第三十版を出したU)を最後

として,それ以来今日に至るまで,之を絶版にしてゐたのである｡

『貧乏物語』の絶版は, もつと早 く断行すべきであったoそれが,そんなに

延び延びになったのは,今か ら思ふと,自著に対する著者執着の致せる禍であ

って,私の鮪に】牡づる所である｡
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大正五年の秋から冬にかけて,私が 『朝日』にかの物語を連載 してゐた頃は,

思想界の様子が今とは余程違ってゐた｡当時私は,一九四〇年を供たず して世

界に-大革命起るべし,といふ-学者の言を引いて,物語の掌を起したのであ

ったが,実は其翌年に露西亜であのやうな大革命が起らうとは,私の全 く予期

しなかった所であるO しかし露西亜には革命が起 り,次いで独連中丁も革命が起

ら,思ひ設けざる形に於て,世界戦争は某局を結ぶこと 為ゝったD此の如き時

勢の変が, 『貧乏物語』の著者に少からぬ影響を与へ,今も猶与へつ ゝあるこ

とは.著者 自ら能 く意識する所であるが,しか し斯かる影響の波動は,独 り書

斎裡に於ける-学窮に及んだのみではなくて,広 く社会各階級の全敗に及んだ

やうである｡只今か ら大正五年の秋を顧みると,殆 ど隔世の感がないでもない｡

現に私が 『朝 日』にかの物語を連載 し,十一月の中旬に其下篤に入って,経

済組織改造のことを述べかけた時.私は左程までの心配をせずに,社会主義と

いふ言葉を使って何事かを書き始めたのであるが,其第-回分はゲラ刷にされ

たま｣,当時の 『朝日』の編輯長たりし鳥居索川君から,送 り返へされたOそ

れは一には,新聞紙が無用の誤解を受けても困るといふ心配からでもあったら

うが,主としては,著者が不慮の筆禍を蒙っては気の毒だといふ親切からであ

った,と私は考へる｡さう云ふ時代であったか ら,私は経済組織の改造に就て

は,思ふ所を十分に述べ得なかった事情が無いではなかったが, しか し私は,

嘗て山川均君が批評されたやうに,当時は組織改造 と人心､改造との二頭立ての

馬車を駆って居たのであるか ら,班.織改造の赤馬の方には可なり手綱を弛めて

仕舞っ ても,人心改造の白馬をは思.ht,存分に鞭うつことによって,此物語の結

論に達することが出来たOけれども今日になって見ると,其結果は,車i,右へ

右へと曲げて仕舞って,本通 りをずつと外れたやうである｡私は之より先 き十

数年前の明治三十八年に,偶然にも同じやうに九月から十二月にかけて, 『社

会主義評論』 と題する読物を 『読売新聞』に載せたことがあるが,共時も結末

は人心改造論に落ちて仕舞った｡兎角さう云ふ所-落ちたがるのが,堺利彦君

の批評されたる如 く,私の 『抜き難き人道主義の病』なのであらうO
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けれ ども 『貧乏物語』を書き柊へてから,- 正確に言-ば,世界の大戦が

極項に近づくに-)れて,- 世界には様々の事件が起るやうになり,又日本の

思想界にも,僅かの間に,急激なる変化が起ったやうに思へた｡其外様々の出

来事- 『貧乏物語』に対する親切なる諸家の批評,就中,小泉信三君の 『二

EEl学会雑誌』に於けるそれ,及び藤田喜作君の 『口本社会学院年報』に於ける

それ- が,私に有益なる刺軌を5L-たので,私は自分の思想に向って,多少

宛の自家批評を加-ることが出来た｡さうして腰気なが らも,私は或種の新た

なる道に出口を見出すことが出来たO其結果,組織改造の赤尾と人心改造の白

馬 とが全 く一匹の馬に融合して仕舞って.乏ならば転覆することなLに,大道

を走ることが出来やうか,と思ふやうに/なった｡そこで私は,大正八年の一月

に 『社会問題研究』の第一冊を公にし,それに引続 き毎月又は隔月に,其続篤

を公にする計画を立てた｡私は一切の新聞雑誌から離れて,自分･独 りで此孤奴

に立て龍らうと択心 した｡ 『或医者の独語』 といふ随筆は,即ち共時の作であ

るE,

世の中が幾分か変って来た,さうして其れにつれて,私の思想も亦幾分か変

って来た｡ 『貧乏物語』は此時に絶版とすべきであった.それが同年の五月ま

で延びたのは,前にも述べた通 り,自著に対する私の悔むべき執着の結果に外

.'I∴･:∴

それでも共から早や十箇月が過 ぎた｡此間 『物語』の出版者は,屡 モ私に其

改版を勧めたが,その中にその中にと云ひながら,遂に今日となった｡さうし

て今改めて之をJ#き,私は,この古き衣はとても緒へるものでないと悟った｡

私は其出版者が,快 く私の希望を容れて.永久に之が重刷を断念したることに

対L,感謝の意を嘉するものであるO

斯様な訳で 『物語』の改版は全 く思ひ止まったが,しかし今復た未練がまし

く4,,其上簾 と中篇と,それに下篇の-ノ｣､部分とを附け加へ 之を 『貧乏物語

断片』として,『社会問題管見』 と合併することに決意 したo茨に公にする所

の 『改版,社会問題管見』の前篇が即ち其れであるO此形見は. 『物語』の全
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文元と二百九十六貢ありし中より,百六十三頁だけを活かしたものであるO一

旦 『発売禁止』にした ものを,更に 『検閲』 して其大半を抹殺 し,死んだもU)

を世に出すのは,見つともないに相違ないけれ ども,姑 く読者の寛容を請ふの

外はない｡

* a *

『祉会問題管見』は大正七年の九月に公にしたもので,元 と随筆十章を輯め

て置いたが,今改版に際 し,其中より七青を削除し,新たに大童を加へて,之

を本書の下鳥に収め,仮に 『社会問題雑著』 と題 して匿いたO削除したるもの

は, 『ス-アトの-経済学著の第二思想』,『ラスキンの此最後の者にも』,『曹

修 と貧困』,『未決監』,『生産政策か分配政策か』,『早急と持久』及び 『婦人問

題難詰』が即ち其れである｡最初からのを残したものは, 『共同生活と寄生生

活』,『マルクスの資本論』及び 『教育 と遺伝』の三幸に過ぎぬO

新たに加へた六章は,大部分大正七年の秋から冬にかけて筆を執ったもので,

『社会問題研究』の創刊を思ひ立った迄の作物である｡従て 『或医者の独語』

が,その最終篇 となったoなは之に引続 く著者の思想は,殆 ど総て 『社会問題

研究』にぶち込んであり,今後も其れにぶち込む摂 りであるから,現在に於け

る彼の立場は,改めて茨に述ぶることを略する｡若 し夫れ,そU)現在の立場よ

りしたる旧著の 『発売禁止』 と 『抹殺』とが,′果して如何なる程度まで,他の

其れ其れの立場にゐる人達の気に入るか,- 又は全 く気に入らぬかは,-

著者の敢て閑せざる所であり,又関し能はざる所である｡

大正九年三月初三

河 上 肇


